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研究成果の概要（和文）：東南アジアにおける教育開発の特質を調べ、東南アジアモデルとなり得るものを探求した。
共通の教育としては、宗教教育、多文化教育、ASEAN市民の教育などがみられる。また、主要国でハブモデルと考えら
れるのは、タイのボーイスカウト活動、平和センターの教育活動、タイ・ラオスの学校と寺院の協力、フィリピンの国
立理数教育研究所およびマレーシアRECSAMの理数教育の研究と研修、フィリピンのサイエンス・ハイスクール、インド
ネシアの教員研修制度、マレーシアの女子・女性の平等教育などである。これらの教育は、先進型モデルとも呼べるも
ので、他の開発途上国に対する南南教育協力のモデルにもなり得るものと考察した。

研究成果の概要（英文）：Examining the characteristic education in South-east Asia, we have looked for a 
model of educational development in the region. As a common education in the region, there are a 
religious education, a multi-culture education and ASEAN citizenship education and so on. In addition 
some countries conduct the charactersitic education which could be considered to be a hub modelof 
South-east Asia. Those examples are as follows: the boy scout activities in school,Thailand, the 
educational activities of Peace Center, Thailand, the educational cooperation between a school and a 
temple in Thailand and Laos, the study and in-service training of teachers in UP-NISMED, the Philippines 
and RECSAM, Malyasia, the science high school in the Philippines, the in-service training of teachers in 
Indonesind and the equal education for girls and women in Malaysia. Those hub models would be called "an 
advanced model of educational development". It could be also a model of South-South educational 
cooperation.

研究分野：比較国際教育
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１．研究開始当初の背景 
 研究代表者である村田翼夫、ならびに研究
分担者（畑中敏伸、野津隆志、鴨川明子、中
田英雄、内海成治）は、東南アジアの教育研
究を行ってきた研究者である。それぞれの研
究分野は、タイの教育制度、フィリピンの理
科教育、タイの難民教育、マレーシアの女子
教育、インドネシアの障害児教育、東南アジ
アの国際教育協力などと異なっているが、東
南アジアの教育への関心は共通であった。ま
た、教育協力者もタイ・ラオスの寺院の教育、
タイ人の協力者は、有機農業教育（Organic 
Agriculture Education）、平和センター
（Peace Center）の教育活動の研究を行って
きていた。異なる研究背景を持つ研究者が共
同で研究を行うことにより東南アジアの教
育の共通性、モデル性を究明しようとした。 
 また、アフリカ地域や南米地域における教
育行政官や教員、教育研究者の間では、従来
モデルとしてきた欧米の教育が必ずしも有
効でないことが明らかとなり、発展が著しい
東南アジアの教育をモデルとして捉え考察
したいという意欲が感じられた。そのことが
本研究を進める動機となった。 
 
２．研究の目的 
 東南アジア諸国には多様な民族、文化が存在し

、その教育にも特色がみられる。それらの教育の

特色を検討し、共通の教育や優れた教育を調査し

つつ教育開発のための東南アジアモデルの解明を

目的とした。そのモデルは、他の開発途上地域の

教育開発に対するモデルとして南南教育協力に資

するものである。 

 
３．研究の方法 
 主に東南アジア諸国における実態調査
（視察、インタビュー、アンケート等）に
よったが、日本語、英語、東南アジアの現
地語の文献・資料の分析も行った。現地調
査を行ったのは、フィリピン、タイ、ラオ
ス、マレーシア、インドネシアの 5カ国で
あった。また、研究分担者、研究協力者に
よる情報交換や検討会も実施した。 
 
４．研究成果 
 収集した情報をもとに東南なアジア共通の教育
像を探るとともに、各研究分担者、研究協力者が
研究した分野・テーマを中心に「教育開発におけ
るハブ・モデル」の構築を試みた。東南アジア共
通の教育として、国民統合のための教育、英語教
育、宗教教育、多文化教育、女子・女性の平等教
育、ASEAN 市民の教育などを挙げた。ハブ・モデ
ルの中身としては、タイのボーイスカウト活動、
タイとラオスの学校と寺院の教育協力、フィリピ
ンのサイエンス・ハイスクール、タイの有機農業
教育、マレーシアの女子・女性の平等な教育、フ
ィリピンの国立理数教育研究所（UP・NISMED）の

研究と研修、マレーシア SEAMEO/RECSAM による理
数教育の国際教育協力、インドネシアの教員研修
制度、タイの地方大学による国際教育協力、南タ
イの平和センターの構築と異文化交流教育などを
取り上げて検討した。全体的には、東南アジアの
ハブ・モデルは、その特質を考慮して「教育開発
の先進型モデル」と名付けた。また、そのモデル
は、南アジア地域、アフリカ地域、中近東地域、
中南米地域などの諸国に対する南南教育協力のモ
デルにもなり得るものと考えられる。 

 作成した最終報告書（121頁）の目次は以下

の通りである。 
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進‐フィリピン大学国立理数教育研究所とサ

イエンス・ハイスクール調査より  

                      畑中敏伸 
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